
 ２０２４ 佐賀国民スポーツ大会 陸上競技 選手選考基準  

一般財団法人大分陸上競技協会強化委員会国体強化 

 

１．選手選考指針 

(1) 「チーム大分1000点獲得」の目標を達成するため、陸上競技としてその一助となるべく得点できる選手選考と 

チーム編成を第一目的とする。 

(2) 国民スポーツ大会を通じて、大分県陸上競技界の更なる発展を目指し、全国レベルで通用する選手や指導者の育成を

目的とする。 

 

２．国民スポーツ大会代表選手数とエントリーについて 

(1) 国民体育大会の陸上競技大分県代表選手数は男子19名・女子19名以内の男女29名以内である。 

(2) 成年男子三段跳・成年女子5000ｍ競歩・成年女子棒高跳は少年区分からもエントリーできる。 

(3) 男女混合マイルのチーム編成は男女2名ずつとし、男女とも少年ABから各1名、残りの男女は全てのカテゴリーを

対象に選出できる。 

(4) 成年少年男女4×100ｍRのチーム編成は、成年、少年A、少年Bの選手を各1名と、残りは全てのカテゴリーを対象

に選出できる。 

 

３．派遣標準記録突破期間について 

(1) 派遣標準記録は2024年1月1日から2024年7月７日（日）までとする。ただし、以下の種目に関しては競技特性を

考慮し、派遣標準記録を2023年11月1日から2024年7月７日（日）までとする。 

① 成年男子10000ｍ競歩 ② 少年男子共通5000ｍ競歩 ③ 成年女子5000ｍ競歩  

④ 成年女子5000ｍ    ⑤ 少年男子A5000ｍ        ⑥ 少年女子A3000ｍ 

 

４．選手選考について 

(1) 原則、「第２回春季陸上競技大会」「第78回大分県陸上競技選手権」または「国スポ標準記録チャレンジ記録会」に出

場している選手をもとに、以下の選考基準に沿って原則選手を選考する。 

(2) 選考基準 

① 派遣標準記録A突破者で大分県代表選手に適切と判断できること。 

② 派遣標準記録B突破者で大分県代表選手に適切と判断できること。ただし、成年種目はB標準記録を設定しない種

目がある。 

③ 以下の基準を満たしている者を派遣標準記録突破者と同等と判断することがある。 

(ⅰ) 日本グランプリシリーズ入賞者（日本選手権に関しては標準記録を突破し出場しているもの） 

(ⅱ) 全日本インカレ入賞者、及び地区インカレ優勝者 

(ⅲ) 国際大会や全国大会での活躍が顕著な者 

④ その他 

(ⅰ) 成年少年共通女子4×100ｍRは、強化種目として他種目より優先的に選手を選考する。 

(ⅱ) 成年男女300ｍにおいて派遣標準記録を突破している選手がいない場合は、200ｍ及び400ｍの記録を参考に選

考を行う場合がある。 

(ⅲ) 少年A及び少年共通種目で派遣標準記録Aを複数の選手が突破している場合は、直接対決の結果を参考に選考

を行う場合がある。その際は、県高校総体・IH北九州地区予選会・国体標準記録チャレンジ記録会の通算成績と

する。 



(ⅳ) 以下の成年種目に関しては、過去の国体においてエントリー数が少ない傾向にあり、得点の可能性が見込める

ため、派遣標準記録Bを突破した選手及びそれと同等と判断できる選手を場合がある。 

① 成年男子3000ｍSC ② 成年女子800ｍ ③ 成年女子5000ｍ 

(ⅴ) 次の少年B種目は、標準B記録を突破しない限り選手を選考しない。 

① 男子110ｍH ② 女子100ｍH ③ 男子円盤投 ④ 女子円盤投 

(ⅵ) 派遣標準記録ABを突破していない少年・成年選手で、同年ランキング上位の選手を選考する場合がある。 

(ⅶ) 男女混合マイルに関しては、リレーのみでの選手選考は原則行わない。個人種目での競技力を総合的に判断し

て選手を選考する。トラック種目で代表に選考された選手全員が出走する可能性がある。 

 

５．代表選手の内定について 

(1) 7月中旬の大分陸上競技協会理事会で内定する。 

(2) 以下の場合に限り、選手変更をすることがある。その場合は、強化委員長、監督、スタッフで協議し、大分陸上競技

協会専務理事の承認を必要とする。 

① 怪我・故障等で本大会への出場が不可能とされた場合 

② 全国大会(インカレ・インターハイ・全日中)で、代表内定選手より著しく好成績を収めた選手がいた場合 

 

６．その他 

(1) 選考された選手は、当方が実施する強化練習会及び強化合宿等・メディカルチェックに必ず参加すること。 

(2) 選考された選手が、怪我や病気で長期的に練習を休養して国体出場に向けての準備が調わない場合や、メディカルチ

ームのメディカルチェックによりドクターの診断で出場に際して前向きな見解が得られない場合は選手を変更する場

合がある。 

(3) 怪我や病気など練習や競技に支障をきたす状況（3日以上通常練習ができない等）になった場合は、国体監督に必ず

連絡すること。 

(4) 「大分県代表に適切と判断できる選手」とは、アスリートとして必要な資質を有し、競技に取り組む姿勢はもとよ

り身だしなみ（服装や頭髪等）も含め生活態度全般も他の選手（競技者）の模範となり得る選手。そして、県民の皆

様方より心から応援していただける選手を指す。 

 

 


